




Effect of community-oriented education of first-year students
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7 回）と授業の最終回の 2 回実施した。事前アンケー
トの実施時期は 2016 年 12 月 6日，事後アンケ トーの
実施時期は 2017 年 1月31日であった。





　事前アンケ トー回答者数は 242 名，履修者（270 名）
に対する回答率は 89.6％であった。また事後アンケー






者 270 名に対する回答率は 66.2％）。これは全 4 学





















いことに相当）」が 27.9%（50 名），「未定」が 9.5％（17






教育学部 9 177 5.1%
経済学部 37 319 11.6%
システム工学部 86 315 27.3%
観光学部 47 127 37.0%
















関東 神奈川県 1 0.6% 0.6% 1 1
北陸 石川県 1 0.6% 0.6% 1 1
東海 静岡県 2 1.1% 5.6% 1 1 2
愛知県 3 1.7% 2 1 3
三重県 5 2.8% 1 1 2 1 5
近畿 滋賀県 3 1.7% 86.0% 1 2 3
京都府 1 0.6% 1 1
大阪府 83 46.4% 3 14 46 20 83
兵庫県 9 5.0% 5 3 1 9
奈良県 8 4.5% 1 4 3 8
和歌山県 50 27.9% 5 15 19 11 50
中国 鳥取県 3 1.7% 3.9% 1 2 3
岡山県 1 0.6% 1 1
広島県 2 1.1% 2 2
山口県 1 0.6% 1 1
四国 香川県 1 0.6% 1.1% 1 1
愛媛県 1 0.6% 1 1
高知県 1 0.6% 1 1
九州 福岡県 1 0.6% 0.6% 1 1
その他 未回答 2 1.1% 1.1% 2 2











が 20.1％（36 名），「海外志向」が 3.4％（6 名）， 「場
所不問」が 35.8%（64 名），「未定」が 6.7％（12 名），
「その他」が 3.4％（6 名），であった（表 4）。
　就職地としての和歌山県を想定しているものは
「和歌山県内志向」の 22 名に和歌山県出身者
の「地元志向」の 9 名を合わせた 31 名（17.3％）
であった。
　4 月と比較すると，「和歌山県内志向」は変わらず，







19.0％（34 名），「海外志向」が 1.7％（3 名）， 「場所
不問」が 33.0%（59 名），「未定」が 7.8％（14 名），「そ
の他」が 1.1％（2 名），であった（表 5）。
　就職地としての和歌山県を想定しているものは「和
歌山県内志向」の 22 名に和歌山県出身者の「地
元志向」の 9 名を合わせた 31 名（17.3％）であった。
　4 月，12 月と比較すると，「地元志向」，「和歌山県内
志向」に大きな変化はなかった。一方で「場所不問」


















外志向 海外志向場所不問 未定 その他 総計
関東 神奈川県 1 1
北陸 石川県 1 1
東海 静岡県 1 1 2
愛知県 1 1 1 3
三重県 2 1 1 1 5
近畿 滋賀県 1 2 3
京都府 1 1
大阪府 22 4 18 3 24 9 3 83
兵庫県 4 3 2 9
奈良県 3 4 1 8
和歌山県 10 16 3 3 15 1 2 50
中国 鳥取県 1 2 3
岡山県 1 1
広島県 1 1 2
山口県 1 1
四国 香川県 1 1
愛媛県 1 1
高知県 1 1
九州 福岡県 1 1
その他 未回答 1 1 2
合計 合計 42 22 34 8 50 17 6 179






外志向 海外志向場所不問 未定 その他 総計
関東 神奈川県 1 1
北陸 石川県 1 1
東海 静岡県 1 1 2
愛知県 1 1 1 3
三重県 1 1 2 1 5
近畿 滋賀県 1 2 3
京都府 1 1
大阪府 17 3 24 2 29 7 1 83
兵庫県 3 1 5 9
奈良県 3 4 1 8
和歌山県 9 15 3 1 18 1 3 50
中国 鳥取県 1 1 1 3
岡山県 1 1
広島県 1 1 2
山口県 1 1
四国 香川県 1 1
愛媛県 1 1
高知県 1 1
九州 福岡県 1 1
その他 未回答 1 1 2
合計 総計 33 22 36 6 64 12 6 179






外志向 海外志向場所不問 未定 その他 総計 総計
関東 神奈川県 1 1
北陸 石川県 1 1
東海 静岡県 1 1 2
愛知県 1 2 3
三重県 1 1 1 1 1 5
近畿 滋賀県 2 1 3
京都府 1 1
大阪府 24 3 19 3 28 5 1 83
兵庫県 3 1 5 9
奈良県 2 4 2 8
和歌山県 4 22 3 16 4 1 50
中国 鳥取県 1 2 3
岡山県 1 1
広島県 1 1 2
山口県 1 1
四国 香川県 1 1
愛媛県 1 1
高知県 1 1
九州 福岡県 1 1
その他 未回答 1 1 2
合計 総計 38 28 34 3 59 14 2 1 179



















































4 7 5 31 47
44.4% 18.9% 5.8% 66.0% 26.3%
参加／ 2 1 3
関心なし 0.0% 0.0% 2.3% 2.1% 1.7%
不参加／ 4 23 52 14 93
関心あり 44.4% 62.2% 60.5% 29.8% 52.0%
不参加／ 1 5 21 27
関心なし 11.1% 13.5% 24.4% 0.0% 15.1%
2 6 1 9
0.0% 5.4% 7.0% 2.1% 5.0%
9 37 86 47 179









4 8 7 34 53
44.4% 21.6% 8.1% 72.3% 29.6%
参加／ 0 0 0 0 0
関心なし 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
不参加／ 4 23 45 12 84
関心あり 44.4% 62.2% 52.3% 25.5% 46.9%
不参加／ 1 4 21 1 27
関心なし 11.1% 10.8% 24.4% 2.1% 15.1%
2 13 15
0.0% 5.4% 15.1% 0.0% 8.4%
9 37 86 47 179









2 5 3 5 15
22.2% 13.5% 3.5% 10.6% 8.4%
3 8 17 18 46
33.3% 21.6% 19.8% 38.3% 25.7%
1 14 21 8 44
11.1% 37.8% 24.4% 17.0% 24.6%
2 3 24 9 38
22.2% 8.1% 27.9% 19.1% 21.2%
1 7 21 7 36
11.1% 18.9% 24.4% 14.9% 20.1%
9 37 86 47 179























心がない」，「まったく関心がない」は 4 月の 41.3% か


























時 34.1％（61 名）であったのに対し，12 月時点では





















5 9 6 9 29
55.6% 24.3% 7.0% 19.1% 16.2%
1 15 41 21 78
11.1% 40.5% 47.7% 44.7% 43.6%
28 12 3 10 53
32.6% 25.5% 33.3% 27.0% 29.6%
2 7 4 13
0.0% 5.4% 8.1% 8.5% 7.3%
1 4 1 6
0.0% 2.7% 4.7% 2.1% 3.4%
9 37 86 47 179












4 8 11 11 34
44.4% 21.6% 12.8% 23.4% 19.0%
3 19 40 22 84
33.3% 51.4% 46.5% 46.8% 46.9%
1 9 26 7 43
11.1% 24.3% 30.2% 14.9% 24.0%
1 1 5 6 13
11.1% 2.7% 5.8% 12.8% 7.3%
4 1 5
0.0% 0.0% 4.7% 2.1% 2.8%
9 37 86 47 179


























であったのに対し，12 月時点では 6.7％（12 名）さらに
2月時点では 7.8％（14 名）と少なかった。一方で，最
も多い回答が「場所不問」であった。入学時 27.9％
（50 名）であったのに対し，12 月時点では 35.8％（64
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参考資料 2　「わかやま未来学副専攻」に関するアンケ トー【地域協働セミナー第 2 回（最終回実施）】
